
番号自由変換式 施錠時に　任意の暗証番号を入力して使用する。

番号固定式 暗証番号を再登録するまで同じ番号を使用する。

（購入時は、固定式　００００番　に設定しています。）

固定式に変更する場合
①表面ツマミがＯＰＥＮ位置にあることを確認する。

②裏側切り替え部　Ａが　自由変換設定位置にあることを確認する。

③ダイヤルを回転させて暗証番号を設定します。

④裏側切り替え部　Ａの溝を硬貨又は、マイナスドライバーで縦にして固定位置に合わせます。

⑤完了　　　（設定した暗証番号のみの施解錠操作となります。）

＜　再登録も同じ手順です。＞

自由変換式に変更する場合
①表面がＯＰＥＮ位置にあることを確認する。

②裏側切り替え部　Ａの溝を硬貨又は、マイナスドライバーで横にして　自由変換設定位置
　に合わせます。

③完了　　

自由変換式
施錠方法 ①表面ツマミをＯＰＥＮ位置にして任意の暗証番号に合わせます。

②ツマミをＣＬＯＳＥ位置まで回転して施錠します。
③ダイヤルを暗証番号以外の数字に乱し　施錠完了。

解錠方法 ①暗証番号に合わせてツマミをＯＰＥＮ位置に回転して解錠ができます。
②解錠後は暗証番号以外の数字にして下さい。

固定式
施錠方法 ①表面ツマミをＯＰＥＮ位置にして設定している固定暗証番号に合わせます。

②ツマミをＣＬＯＳＥ位置まで回転して施錠します。
③ダイヤルを暗証番号以外の数字に乱し　施錠完了。

解錠方法 ①暗証番号に合わせてツマミをＯＰＥＮ位置に回転して解錠ができます。
②解錠後は暗証番号以外の数字にして下さい。

　　　　　　

ダイヤルロック　ＤＬ１０００型

取扱い説明書

② 使用する方式に切り替えます。

①　使用する方式を決定します。

＊　施錠　・　解錠のしかた

＊注意：　ダイヤル数字は必ず線上に合わせてご使用下さい。

　　　　　施錠時は暗証番号以外の数字に乱して完了です。
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ＤＬ－ＭＫＫ（マスターキー）による番号検索方法
①本体表面鍵穴に鍵を差込み右に　９０°　廻して下さい。

②各ダイヤルを順次、カチッと音がして止まるまで
軽く上方向に回転して暗証番号を表示して下さい。

③４桁の検索が終わりましたら鍵を元の位置に
戻して鍵を抜いて下さい。

④ツマミをＯＰＥＮ位置にして解錠ができます。

＊　非常解錠時の操作方法

ロックカバー（裏面）

ストライクプレート

グレー

            ＊　梱包内容

仕上げ サイズ

アイボリー（ＩＶ）
ネオブラック（ＮＢ）
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部品名

ダイヤルロック本体

本体・ロックカバー
固定用ネジ

ＡＢＳ樹脂　・　鋼

材質 個数

本体正面

       鍵差込み口

ストライクプレート　固定ネジ

１個

１個

１個

各４本

鋼 三価クローム
十字穴付サラ木ネジ

2.7x16

ＡＢＳ樹脂　

鋼 ユニクロ

２本

ＩＳＯトラス小ネジ　Ｍ４ｘ１８
ＩＳＯトラス小ネジ　Ｍ４ｘ２２
ＩＳＯトラス小ネジ　Ｍ４ｘ２５

鋼 三価クローム



＊　ＢＳ寸法の出し方　（参考）

ＢＳ寸法＝　41.4　＋　カブセ代
（　例　41.4　＋19mmｶﾌﾞｾ　＝60.4mm）

＊　ストライクプレートは　扉厚や使用状況によって異なります。

　　　裏面の寸法図を参考に、位置決め及び加工を行なって下さい。

ＩＳＯトラス小ネジ　Ｍ４

Ｍ４Ｘ１８ｍｍ　＝　２０～２３ｍｍ用

Ｍ４Ｘ２５ｍｍ　＝　２７～３０ｍｍ用

＊固定ビスにて　本体とロックカバー

　をしっかり固定して下さい。（４ヶ所）

　上記寸法は、扉厚２０ｍｍ　カブセ代１９ｍｍの場合を表しています。

　　サイズ　　　　　　扉厚

Ｍ４Ｘ２２ｍｍ　＝　２４～２６ｍｍ用

・適用扉厚　２０～３０ｍｍ

・　固定用ビスＡ

ダイヤルロック　ＤＬ１０００型

堀込加工寸法図　一覧

　　　　　　　　　＊上記ストライクプレートは、側板面に掘込した状態を表しています。

注　意　／ストライクプレートは扉厚や使用状況によって取付け位置が異なります。

＊扉の厚みに応じて固定ビスＡを

　上記３種より選択し　ご使用下さい。

・　扉堀込加工寸法図
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